




要約

 学習障害児の神経学的背景を探り治療にむすぴつけるため、事象関連電位のうち意味理

解と関係するとされる N400 成分について検討した。機能的局在性脳障害のため意味理解

障害を呈する児では意味的に似通った単語を区別するための情報処理に要する時間は、健

常児と比べて長く必要であった。しかし同じカテゴリーの単語を選択するに当たっては潜

時は平均と変わらず、カテゴリーの違いを見いだす際、特に似た物を選択する際に長時間

の処理を要することが推測された。他方解剖学的に局在性脳損傷を有し、失語症を呈した

児ではすべての課題で潜時が長くまた振幅も大きくて必要なエネルギーの大きさをうかが

わせる所見であった。意味理解の立場から神経生理学的背景を探り、局在性脳機能障害を

示す学習障害児の病態を知る上で N400は有望であることが確認された。


